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論　　文　　の　　要　　旨
　韓国東海岸地域に分布する第三系の古生物学的解明は日本・韓国におげる年代層序学的対比や日本
海の形成史解明に重要視されてきた。本論文はPoha烈，UlsaΩ及びEoi喰地に分布する新第三系の詳細
な地質学的野外調査による層序区分の確立，地質構造の解明を行ない，産出した軟体動物化石群集の
古生物学的研究を行なったものである。著者は新第三系の層序をその最も広域的に分布するPohaΩ盆
地で樹立し，基盤岩類の白亜系及び古第三系始新統Wa㎎sa奴層を不整合あるいは断層で接する海成
のChe㎝gogsa層，Hagie㎝層，及びD此o層に下位より区分し，それぞれ整合関係にあるとした。し
かし，Pohan盆地北部ではHagje㎝層とDuho層と同時異相の関係にあるHe㎜ghae層がPohan盆地
中南部から南北性の走向で分布するChe㎝gogsa層の上位に整合関係で重なることを認め，これを
Pohan盆地第三系中に認められた地質構造五時階の第四時階から第五時階の顕著な構造運動による堆
積場の変化によるものとした。地層の発達形態は特に南北性の主要断層や東西性の構造運動に規制さ
れているとともに，盆地北部では始新統Wa㎎san層からなる起伏に富んだ多島海的海況の存在が大
きく影響していたことを明らかにし，盆地中央部の摺曲構造や北部での盆状構造を解明している。
Pohan盆地から得られた軟体動物二枚貝類67種，腹足類32種，堀足類2種の産出組成と生態的要因，
環境的要因，産出頻度等により12の化石群集に区別している。新第三紀海進時最初期のChe㎝gogsa
層から内湾性のW6鮒〃一ルαあ閉群集，Cθγ肋漉oク∫〃炉地Zα加蛎群集，C閉∬08肋α群集，
σ〃α榊3群集，ルZα肋脆一D08〃α群集，Cψ卿ωα一Cブθ加肋1α群集，γ㈹榊o伽一Fe1anie1la群集を
識別している。このなかで，Vicarya－Anadara群集は中期中新世初期の地質年代を示すと共に北海道
南部から九州種子ケ島まで広域的に知られている亜熱帯性海洋気侯を示すArcid－Potamid群集と対比
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することのできる重要な群集であることを示している。海進の進んだHagje㎝層からは，やや浅海性
から沖合泥底性の〃αr群集とん加閉ヱーγo脇α群集を認めている。更に，基盤岩類の沈降と海進によ
りDuho層から〃cゴηo伽一〃08群集，Por肋伽肋一ルc〃Z舳α群集，〃oクω舳∬乞舳群集を認めてい
る。Pohan盆地に発達する新第三系は全層厚1600mに達するが，その地質年代は軟体動物化石およ
びDθ痂c〃伽1α就αZo脇を示す珪藻化石の産出により中期中新世（15一ユ6Ma）であることを明らか
にし，その堆積が急速に行なわれた事を示した。さらに，Ulsan盆地およびEoi1盆地でも同様な化石群
集を確認している。これら地理的に隔たった三つの堆積盆地から産出した化石群集の類似性について
クラストー分析を行ない，それらの地質年代は同じであるが，それぞれの堆積盆地における構造発達
史を反映して生息環境が異なっていたことを明らかにしている。産出した2新種を含む！17種の軟体
動物化石について図版を伴い分類学的に記載し，日本の中新世産種と多くの共通する種が産出するこ
とが関らかにしている。
審　　査　　の　　要　　旨
　これまでも韓国の新第三系から日本と共通した多くの絶減した軟体動物化石が報告され，その地質
年代的対比や古生物地理学的関違に関しての研究が行なわれていた。しかし韓国新第三系の古生物学
的資料にはさらに検討すべき多くの間題も残されていた。李氏はその間題解明を詳細な層序学的調査
と，徹底した古生物資料の集積から，これまでにない多くの精度の高い調査結果を得ることに成功し
ている。また、日本海の生成期や成因に関し，構造運動と古生物群集との関連を求め，古生物群集の
古環境学的解明にも成功している。日本の中新世の関連した化石群集との直接対比あるいは関連につ
いての検討が望まれるところであるが，これからの氏の研究に期待が持たれる。本研究は環日本海の
地史学的あるいは古生物地理学的研究に大きく貢献するもので，高く評価できる。
　よって，著者は理学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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